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日 本藻類学会会 則

偏見。}

第 1条本会lま日本藻類学賓と務:する。

第2条本会l主務学の進歩普及を図り， . fJf-tl:て全員相互の連絡並1<::親胞を図る 乙とを

目的とする。

第8条 本会i立前条の目的を達するために.次の事業を行う。

1. 総会の開催(年1図)

2. 総書官民関する研究会，講習会，探集会等の開俄

3. 定期刊行物の発刊

その他関条の 目的を透するにふ~i惨要な事業
第4条本会の事務所は会長のもJと1<::おく。

第5手配本会即時停肢は 4月1円治紛糾，相 3月31/:111:終1.>.

(会員)

館6糸会員は次φ8穏とする。

1. 普通会員(藻類11:関心をsら，本会の趣旨!t:M閲する{何人又は|司体官椴員会
のjJ(書官、する もの)

2. 名誉会員(藻学の発達11:貢献がゐり，本会の趣旨It.質問する{同スで，役員会の

推薦するもの)

3. 特別会民{本会の趣旨に賛同し，本会の発展 11:特に寄与した.flI~人叉は団体で.

役員会の蜂掬するもの)

第7条 本会に入会するには，住所，氏名 (ffi体名)，耳玉栄を間入した入会巾込i13を会

長11:主主iJ:¥すものとする。

第 8条 会員は毎年会費300円を前納するものとする。但し名n会只及び特別会員は
会貨を裂しない。

(役員)

第9条本会11:次の役員をおし

会長 一名 (任期lま2ヶ作とする)

幹事 若干名 (任期は2ヶ年とする)

会長ーは総会に jj~て会員中より ζれ捨選 111 する a 幹事は会疫が会員11 1 よ り乙 れを指

名する。

(刊行物)

策 10条 本会は定期刊行物円長類」を主f:3同刊行し，会員Ir.無料で頒布する。

附 ?則

乙の会則は昭和128年 10月11/:1かむ施行する。



Physodenの研究(その 2)

安藤芳明*

Y. ANDδStudies on Physoden ll. 

従来Physoclen中には 1種のフェノール系化合物の存在が知られている

が，その化学的性状については余り研究されていない。 CRATO(1893)は呈色

反応により， フロログルチシ又はその類似物質であるとし， HUNGER (1902) 

はアミジグサよりフロログルチシ配糖体を分離している。又 KYLIN(1913)は

Fucosanの化学的研究において，これがタシニシ様物質であると述べている。

著者は前報において， Physodenを3種の型に分別し，その内 Physoden

AおよびBは，それぞれ細胞化学的性状の全くことなるフェノール系物質

(Fucosan)を含有することを述べた.本報では各種藻体より分別抽出された

Fuc慣 anの化学的性状を比較検討し，更にそれらの細胞化学的意義について

述べる。

各種藻体よりFuco随 nの抽出

1. ワカメ Undariapinnαtifidaよりの抽出 新鮮な成葉を略閤量の

0.5%酢酸中に2昼夜浸潰後漉過し，その浸液を希カセイソーダで中和後，中

性酢酸鉛を加えて生ずる沈澱を櫨別し，その誼液に塩基性酢酸鉛を加えると，

多量の白色沈澱が生ずる。これを分離して数回水洗後，希硫酸中にて分解し，

生じた硫酸鉛を誼別した誼液を減圧濃縮して少量の液とする。次にこの液に

約10倍量の無水アルコールを加えると，マシニット， 無機物等が折出する.

之らを除いた後，減圧でアルコールを溜去してνラップ状とする。更に不純

物を除く為，アルコール処理を3回繰返し，得られた黄色νラップ状残査を

硫酸真空デνクーター中に長く放置したが，結晶状とはならなかった。よっ

て再び無水アルヨールにとかし， 約10倍量の無水エーテル中に揖持しつつ

注入すると，粉末状沈澱として折出する。これを素早く分離して乾燥すると

極めて吸湿性の強い黄褐色粉末が得られる。このものはワニ9:yと濃塩酸に

より強く赤色を呈する.著者はこの物質を Fucosan“A"と呼ぶこととする.

2. トロロコンプ粉末よりの抽出 市販の乾燥粉末を約5倍量の 80%

アルコール中に室温において2昼夜浸潰する。浸液を温過した後，減庄でア
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46 藻類第6巻第2号昭和33年9月

ルコーJレを溜去して少量の液とする。これにエーテルを加え，ふり混ぜて油

脂・色素等を抽出除去する。残液に適当な水を加えた後，前述のワカメの場

合と全く同様に処理すると， Fucosan Aが粉末状に得られる。 収量は乾物

に対して約2.5%.

3. エゾヤハズDictyopteriodivaricataよりの抽出 採取直後の新鮮

な葉状体を，略同量の0.5%酢酸中に2昼夜浸潰後温過する. この浸液を希

カセイソーダで中和後，中性酢酸鉛を加えると多量の沈澱が生ずる.これを

分離して数回水洗後希硫酸中にて分解する。生じた硫酸鉛を誼別し，その赤

褐色誼液を炭酸ガス気流中で減圧濃縮して少量の液とする。この液を水飽和

の酢酸エチルで数回にわたり振とう抽出する。全抽出液を合し，苦硝で乾燥

後溶媒を減圧溜去して少量の液となし，この液を多量のクロロホルム中に捜

持しつつ注入すると，灰白色沈澱が折出する。之を分離して乾燥すると粉末

となる。この物質は空気中では極めて不安定で，抽出操作中でも幾分酸化が

起り，初めは灰白色なるも次第に黄褐色乃至赤褐色に変り，同時に水に難溶

性物質を生ずる。 ワニ.9yと塩酸により赤色を呈するが， 前記 FucosanA 

とはその抽出方法及び後述のように化学的性状が大いに異なるので，これを

Fucosan“B"と呼ぶこととする。

Fueosanの化学的性状

1. Fueosan A 本物質は極めて吸湿性の強い黄褐色粉末で，水・アル

ゴーノレに易溶なるも，アセトシ・エーテル・酢酸エチJレ等には不溶である。

その水溶液は中性酢酸鉛によって沈澱しないが，塩基性酢酸鉛によって沈澱

する。ワニ.9yと濃塩酸により赤色を呈し，塩化第二鉄液により褐色を呈す。

水溶液は2，6=ジクローノレフェノーJレイシドフェノーノレ色素を還元腿色しな

い。また水溶液はブェーリ yグ氏液を還元しないが，硫酸と加熱すると還元

性物質を生ずる。

硫酸による加水分解;試料19を5%硫酸10ccと80-900Cの湯浴中

に1時間加熱する。冷後分解液を水飽和の酢酸エチルと振とう抽出する。抽

出液より搭媒を溜去すると， 褐色油状物0.2gを残す。 このものは水に難溶

なるも，希アルカリに易溶である。塩化第二鉄液により赤紫色を呈し，ワエ

.9 yと塩酸により血赤色を呈する。松材反応は陽性を示す。この物質は少量

の為精査し得なかったが，その呈色反応よりみてフロログルチシに類するフ

エノーノレ系物質と考えられる。一方硫酸分解液をパDタで中和後，常法によ

-2-
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りフェニーノレヒドラジyと加熱してオナゾシの成否を検すると，黄色針状結

品(融点208QC)が得られた。 このものはグルコースオサゾシに一致した。

以上の事実から， Fucosan Aは1種のブェノール配糖体と考えられる。

2. Fuc回 anB 本物質は FucosanAに比して著しく不安定で， 初め

灰白色なるも空気中に放置すると，次第に酸化されて赤褐色を呈する。アル

コーノレ・アセトシ・酢酸エテノレ等にはよく溶けるが，エーテルには難溶であ

る。水には初めはよく溶けるが，酸化の進むにつれて不溶性物質を生ずる。

その水溶液は中性酢酸鉛により沈澱する。ワニ 9yと塩酸により血赤色を呈

する。塩化第二鉄液により赤褐色乃至紫褐色を呈する。松材反応は陽性を示

す。その水溶液は FucosanAと異なり，強い還元性を有する。 即ちイシド

フェノール色素を瞬時に還元腿色し，またフェ ~9Yグ氏液をも還元する。

然し種々のカルポニJレ試薬と反応しない事，及びアセテノレ化により還元カの

全く無くなる事より，本物質の還元力はタンニシ質のように，フェノーJレ性

水酸基によるものと考えられる。

タシニyの定性試験 FucosanBの水溶液は一種の渋味を有し， ゼラ

チシ液を白濁せしめる。重クローム酸カリ及び石灰水では沈澱しないが，臭

素水及びプJレデシ液で沈澱する。育化カ 9及び明ばん鉄により赤褐色を呈す

る。硫酸と加熱すると還元糖は生成せず，かえって非還元性の黒褐色不溶性

物質に変化する。この物質はタシニシより生成するプロパフェどに極めて類

似する。またカ日熔融を行うと，フロログJレチシの生成が認められる。

以上の事実より FucosanBはフロログルチシ骨酪を有する縮合型タ y

ニシに属するものと考えられる。 然しながら KYLINも述べている如く， 陸

上植物のものとはやや性状が異なる。

PhysodenとFucosanとの関連性

以上のように，著者はその化学的性状においてまったく相異なる 2種の

Fucosanを分離した。しかもこの両者を前報において著者により分別された

Physodenの細胞化学的性状と比較すると， Fucosan A及び B昨それぞれ

Physoden A及び Bの内容物によく一致している。

なお PhysodenCは1種の精油小胞であり，その内容物の化学的性状に

ついては既に著者等(1951，1953)により報告された。

今これら Physoden内容物の性状を比較すると次の如くである。

-3-
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耐 sod叫同¥ム12?2kl2irE3I;ど滋
A 
(AY) 

B 

c 

|閉会|赤褐色|血赤色|黒変|

1hωWBI u I u I u I 
i精油|なし|紅赤色 I u I 

Phyosdenのメタタロマジー

還元せず

還元する

選元せず

いろいろな塩基性色素は種々のコロイドイオシの存在で，メタクロマジ

ー (rnetachrornasy)なる現象を起し，その色調が元のものと全く異なる色に

変化する。 DANGEARD(1916)は植物細胞のvacuole中に，かかるメタクロマ

ジーを起させるようなコロイド質の存在する事を見出し，これを“rnetachro-

matine"と称した。

CHADEFAUD (1935)はPhysodenのク νジル青染色において，往々メタク

ロマジーを起して赤紫色を呈するものを見出している。然しながら KYLIN

(1938)によると，メタクロマジ{は vacuoleにおいてのみ見られ， これは細

胞液のアルカ 3性に依る為であるとされた。

著者は前報において，クレジル育によりメタクロマジーを呈する Physoden

Aの存在を認め，またコシプ科における粘液腔道及び粘液腺の呈するメタク

ロマジーの相違について述べた。 PhysodenAのメタクロマジーが酸性域に

おいて解消するという事実より，これは元来その内容物としてコロイド状に

存在するアルギシ酸に由来するもので，アノレギシ酸塩が酸性域で非解離性を

示すという事実に一致する. 一方FucosanA及び B，或いはタシニン質は

試験管内におけるアノレギシ酸塩とクレジノレ青とのメタクロマジーの発現を血

害する事が認められた。 従って通常のアルギン質及び FucoSanAを含有す

るPhysodenAではメタクロマジーは起らず，見掛上青色を呈する。これに

反して， Fucosanを含有しない Physodenはプルギン質によるメタクロマジ

ーを起し，赤紫色を呈する。 また vacuoleや粘液腔道には Fucosanの存在

が認められず，そのメタクロマジーが酸性域においても解消しないという事

実は，ブコイジシのような酸性域でも解離性を示す粘液多糖質の存在を示す

ものである。

- 4ー
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考察

Physoden A及び AYはその内容物の細胞化学的性状は全く同一であり

共通成分としてアルギシ酸を含有し， 更にこれに FucosanAが化学的結合

よりむしろコロイド状に結合していると考えられる。従って両者はその細胞

内発生上全く同一の系路を経るものと考えられる。またワカメ属の粘液腺は

Physoden AYが原形質中に特に大きく発達した特殊な細胞と考えられる。

成長した腺細胞では PhysodenAYが体外に放出される現象が往々みられた。

Physoden BはFucosanBのみを含有する 1種のタシニシ胞であり，そ

の化学的性状より KYLINの Fucosanblasenと恐らく同ーと思われる。

Fucosan Bは空気中では極めて不安定で，放置すると赤褐色に変化し易いが

生体内では無色の色元体として存在する。然しながら固定された古い材料で

はしばしば着色している。 DOUBT(1928)は Halidrysdioicaにおいて，

Fucosane粒はフコキサシチシを含む有色体であろうと述べているが， これ

は Physoden内容物の酸化による着色の為，色素胞と混同された結果と，思わ

れる。

Physoden Cはその著しい盛光性により， 上記Physodenとは明らかに

区別されるロ CHADEFAUD(1935)はDictyotadichotomaの細胞中に1種の畳

光体-globules~iridescents~ と呼んでいる一ーを見出しており， Physoden 

とは区別しているが，著者の観察ではワニ 9yと塩酸により紅赤色を呈し，

またオスミヲム反応を呈するから Physodenの1型として加えた。

Summarv 

This paper deals with the chemical properも.yof the inner substances of 
physodes in relation to their cytochemical significance. 
Two differ阻，ttypes of phenolic compounds were isolated from two dif-
ferent species， and色heywere termed as “Fucosan A" in connection with 
physode A， and the other as “Fucosan B" in connection with physode B. 
Fuco3an A was found to be a kind of， ph岨 01glycoside which seems tc) 
be identical with phloroglycωide. 
On the other hand， fucosan B was found to be a kind of tannin-like sub-
stance， clωely resembling that isola旬dby Kylin from Fuc1俗世6siculo8U8in 
rωpect of its s七rongreduction of silver salts， Fehling's solution， and in-
dophenol blue. 
As to the metachromasy of physode A， it may have result剖 fromthe 
combining reaction between a basic dye and alginic acid， the presence of 
which in physode A has already been recognized by the au世lor. However. 

- 5ー



50 藻類第6巻第2号昭和33年9月

the majority of physode A and AY， which contain both alginic acid and fuco-
san A， are non-metachromasic， since fu叩唱阻 Ahas a character of inhibiting 
the metachromasy阻，usedby alginic acid阻 dcr，ω，yl blue. 
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Polysiþhonz'a 細胞内~~~ける甘C 還元像

中沢信午勢

S. NAKAZAWA: TTC reduction patterns in PoZyBiph側伽 cells

植物細胞を生体染色した場合，細胞内で色素が分離して結晶状の小体を

形成することは PFEFFER(1886)によって発見され， PROWAZEK (1907， 1909)， 

Low (1916)および PRAT(1931)によって研究された。特に PRATは Poly-

siρ'honiaをメチレシブルーまたは中性赤で生体染色すると針状，帯状，紡錘
状などの形に分離がおこることを見ているが，くわしい記述がなく，また特

に，細胞内に最初から存在する小体に単に色素が吸着されて分離像があらわ

れるのか，あるいは色素粒子が集合する結果分離像を形成するのかは未解決

のまま残されている.此回筆者は Polysiρhoniaの細胞に TTCを吸収させ

てこれを細胞内で還元せしめ，特殊な還元像を得たのでこれを報告し，あわ

せて色素の分離について論議してみる.

材料は1957年4月に浅虫臨海実験所附近の岩礁から採集したPoly.宮抄Iho・

nia urceolataおよび P.fibrataで，それぞれ枝の先端を約lcm切りとっ

てMcIlbaine液で調節した pH5，6，7，8の海水にこれらを1時間保存して

から実験に供した。他方において同じく調節した pH5，6，7，8の海水にO.

05%の割合に TTC(2， 3， 5-triphenyle tetrazolium chloride)を溶かし，こ

* 山形大学文理学部
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れに実験材料をいれ，10分後にとり出

してスライド ガラスに媒液と共にのせ

カパーをかけて放置し，顕微鏡で観察

しTこ。

約 1時間たつと細胞内で TTCが

還元されてformazanの赤い沈でんが

生じはじめた。しかしその沈でんが一

様に生ずるのでなく ，とこ ろどころに

還元像を形成したl図1)。 還元像は棒

状，宇野状，コンマ状，また時には球状

である。これらは最初小さく ，長さl

μぐらいで，しだいに生長し長さ 100

μ，幅10μ ほどになる。頂端細胞では

還元像が形成されず， また TTCが還

図 1 P. ~trceolatα 

a) TTC還元前 b) 同一枝!こ
おける TTC還元像の形成

元されて赤色をあらわすこともない。還元は頂端から 2番目の細胞からはじ

まり，還元がおこれば必ず還元像があらわれる。頂端細胞では還元はおこら

ないけれども TTCが細胞内に透過している証明として， 1%の硫酸ソ ーダ

液をかけてやると頂端細胞内で未還元の状態で存在した TTCは還元されて

赤色になるこ とから知られる。

細胞を切開して還元像をおし出すと， 海水中にl比出された還元阪はその

まま残存する。 還元像は pH5~8 にわたってし 、ずれの区でも形成される。還

元像はまた毛状細胞にも生ずるが，そこでは球形またはコンマ形のものだけ

が生じ，帯状のものは生ずることがない。

還元像の生ずる場所は細胞質内で， 液胞ではない。細胞を側面からみる

と中央に巨大な液胞があるために細胞質は細胞膜に接して層をなすが，還元

像もまた細胞の中央には生じないで細胞質のある周辺部にのみ生じ，棒形の

還元像は細胞膜と平行にならぶよ うになる。 したがってまた，帯状の還元像

はその平たい面が細胞l践と平行に配列する。その結果これは検か ら見て糸

状，上から見て帯状にみえる。

細胞を 500Cの海水で2分間処理した場合には TTCの還元はおこらな

い。 また 5% フオノレマ リンで国定しても還元はおこらない。つまり TTC還

元およびその結果生ずる還元像は生きた細胞でなければおこらない。これは
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回 藻類第6巻第2号昭和s3年9月

一般にTTC還元が生死判明に利用されることと一致した現象である(表1). 
TTC還元によって生じた還元像は中性赤で生体染色した場合にあらわ

れるものと非常によく似ていて区別することが困難であるが， 前者が70%

アルコールで落けないのに比して，後者はアルコールで直ちに溶け去る。し

かし両者が形態的に類似するということは，細胞内に最初から定形の1種の

細胞器官があって，そこに両者とも吸着されると考えた方が，単に色素の集

積とするよりはよいように思われる。がしかし，決定的なことはまだわから

ない。

表 1P. urcoolataの生細胞および死細胞内における TTCの還元

生 細 胞 殺 死 細 胞

pH5 pH6 pH7 T1三500C 60'・c 65"C 
フオル

マリン

+ + + 

Summary 

Wben cel1s of PO匂sかhoniaurcoolata and P. jihrata are immersed in sea 
water containing 0.05 per cent TTC. i. e. 2， 3， 5-triph回yltetrazolium chloride. 
the agent is reducedωformazan， so tba色deepred patterns app飽 rin cyto・
plasm. The reduction pat色町田areωvarious鍋 theyare of drop-， club-， com-
ma-， and plate-forms. The reduction does not occur in tbe ceIl killed witb 
bot s伺 wateror with fOl1Dalin. 

文献

Low， O. 1916: Notiz uber eine uberraschende Kristallbildung in旬，tenZeu叩.
Flora， 1仰 67-68.
PFEFFER， W. 1886: Ueber Aufnahme von Anilinfarben in lebende Zellen. 
Unぬrsuch.a. d. botan. Inst. Tubingen， -2: 179-332. 
PRAT， S. 1931: Kristalline Farbstoffspeicherung bei Vitalfarbung. Proω-
plasma， 12: 3~持-401.

PROWAZEK， S. 1907: Zur Regeneration der Alge弘 Biol.Zentralbl 27: 734-
747. 

一一一一， 1909: Studien zur Biologie der Zell岨， 2. Zelltod und S凶:kturspan-
nung. Biol. Zentralbl. 29: 291-296. 
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シダモクから見たホンダワラ属の雌雄性器

沢田武男輔

T. SAWADA: Sexuality in Sargas8um 

ホシダワラ属のVダモクは，外観がアカモクと非常によく似た海藻であ

る。しかしその生殖器官に於いて，これと違った特異な性質を持っている事

については既に発表した通りである(沢田1955，56).その後1957年夏，対馬

近海で採集したVダモタを観察した所，また新たに附け加えるべき事実を知

る事ができた。

νダモクは我が国で知られているこの類の雌雄性としては甚だ珍しい例

である事がわかったので，この際ホシダワラ属の諸種で知られている雌雄性

について概観してみたいと思う。

対馬近海でとった材料というのは， 1957年の7月と 8月のそれぞれ上句

の2回採集する事ができた。何れも対馬の東方数浬ばかりの海上で，この附

近を浮漉していた流れ藻に混っていたものである。外形は今迄のνダモクと
とくに，著しい差は見られない。すなわち根は仮盤状，茎は単条，気胞は球

形ー楕円形一紡錘形である。冠葉は葉と似ており，何れにも羽状の切込みが

入っている。

雌雄性にはいくらかの相異点が見られた。すなわちνダモクではどの個

体でもすべて生殖器床は androgynousであって，雄と雌の両生殖器巣を持

っている。しかしこの材料の中日は次の三つの株が区別された。すなわち(1)

今迄知られていたものと全く同じ内容の株，但)雄の生殖器床のみを持つ純粋

な雄株， (3)これら(1)と(2)の中間型で， 1個体上に androgynousと雄の両

方の生殖器床を合せ持つ株である。 Androgynousと雄の生殖器床の外形は，

雌雄がはっきり異株c1，ioeciousであるアカモクの雌及び雄のそれらとそれぞ

れ全く同じであるから，一見して区別するのは容易である。

Androgyno喝の生殖器床は，性質の違った2種類の株に現われるので

あるが，これらの聞には内容の差は見られなかった。なお，外形雄の生殖器

床からは雌の生殖器巣は検出できなかった。

場 日本植物学会第22回大会(1957年10月，於東京)[1:.於ける発表講演の一部である。
輔九州大学農学部附属津屋崎水産実験所
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54 藻類第6巻第2号昭和33年9月

筆者は先に， androgynousの生殖器床に於いて雄の生殖器巣は基部の1

割前後の少部分に集っているもの(1955)と，大部分はそうであるが一応どの

部分にも存在するもの(1956)のある事を述べた.今度のものは後者と全く同

様である。 また hermaphroditeの生殖器巣がごく少数ではあるが含まれて

いる事も同じである。

純粋の雌株はまだ確認していないが，それにしてもこのνダモクなる海
藻はホシダワラ類，あるいはもっと広くヒパマタ目に於ける生殖器官の分化

の色々な状態を示しているように忠弘日本産ホシダワラ類の雌雄両生殖器

官の現われ方については，既に猪野(1947)が模式図によって図解している。

そこで，ここに主として KNIEP(1928)を参照し，外国産のものを含めてホ y

ダワタ属に於ける雌雄性の分化の模様を，段階を追ってたどってみると図の

ようになる.

最初は hermaphroditeの生殖器巣であるが，これは Fucus等ではよく

ゐるものの，ホシダワラ属のように高等な群では極めて稀である。また1生

殖器床中に含まれる数もごく少なく，次の androgynousのものの中に少数

混って見られる程度にすぎない。 この事は Sarg.filipendulaでも同様であ

る (SIMONS1906).. 次は androgynousで，ハハキモク，Ei附 argassum!lI!属

の諸種で知られている。次に同じく雌雄同株ではあるが， 1個体上に andro-

gynousと雌の両生殖器床を (gynomonoecious)，androgynousと雄 (andro-

monoecious)， androgynousと雄と雄(釘imonoecious)を持つものが知られて

いる。また androgynousがなくて雌と雄の生殖器床だけを持つもの (mono-

ecious)も知られている。今度のνダモクに見られた三つの株のうち， 一つ

は andromonociousに近い状態といえる.近いというのは hermaphrodite

が含まれているからで， これがなければ andromonoeciousそのものなわけ

である。次に雌雄異株に近いものとして， gynodioecious， androdioeciousが

あげられる.すなわち androgynousの生殖器床のみを持つ株と純粋な雌株，

及び androgynousと雄の株があるわけである.次は trioeciousで 1種類

中に androgynous，雌，雄の3株が見られる事になるのであるが，このよう

な状態を示す種類はまだ確認されていない.最後がdioeciousで，我が国で

知られている種類のうち大半はこれである.なお臼本で報告されているのは

hermaphrodite， androgynous， dioeciousだけである.

以上用語の順で内容にふれたのであるが，この他にもこれらの用語に当
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56 ‘藻類第6巻第2号昭和33年9月

てはまらないものが見られる。例えば Sarg.coriifoliumvar. lanceolatumで

図のような状態が知られているが，強いて表現すれば新しい用語を作らない

限り， gynomonoeciousとandrodioeciousの組合せとL、う他ない。 νダモク
もこれにならえば andromonoeciousとandrodioeciousの組合せに近いもの

となるが，これでも三つの株全てを包含しているわけではなく， hermaphro-

diteは全く考慮、の外になる。

これらの他にもまだ不規則な雌雄性を示す種類があるかどうかはわから

ないが，そのようなものに対する端的な表現は見当らない。

以上のように，ホンダワラ属の諸種で色々な状態が知られている事を述

べたが，ホシダワラ属より下位の群にあってはそれぞれの段階または状態が

種類によっては必ずしも固定していない点も見逃せない事である。すなわち

二・三の種類では，同一種類でありながらこれらのうち二つ以上の状態を示

すものがある。 ホシダワラ属に近い Cystoseirabarbataは，よく研究材料

に用いられる故もあろうが， hermaphrodite， andromonoecious， monoecious. 

gynodioecious， androdioeciousの五つの状態が知られている。 νダモク自体

としても今迄にわかっている以外の性質が現われるかどうか，あるいは他の

種類に於いても，その種類について現在知られている以外の性質が，まだ未

知のままでいるのではなL、かという点については今後の研究が必要であろう。

終りに指導と校聞を下さった九大瀬川宗吉博士に御礼申し上げる。

Summary 

Some interesting巴haractersof 8argα88um filic伽旬min the sexuality were 
reported previously by the same author (1955， '56). 
In the summer， 1957， he could obtain another materials of 8，αT・g.filicinum 
from the 8，αrgassum8 floating in the Tusima region. Among thern there were 
re巴ognizedthree sorts of individuals as were figured diagrammatically; one， 
all the same as reported before， another， entirely male one， and the third. 
intermediate one between formers， having androgynous and male re巴eptacles.
They can be easily distinguished by the external appearance of each receptale. 
Such sexuality of 8aγg. jilicinum as is 5hown in the diagram is 50 rare 
case in Japanese 8，α吋伺sumsthat the author made a general view of their 
sexuality chiefly according to KNIEP (1鎗8).

文献

猪野俊平 (1947): 海藻の発生， 1-93.東京.
KNIEP， H. (1928): Die Sexualitat der niederen Pflanflen， 185-204. Jena. 
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沢田武男 (1955): シダモク;乙閲するご・三の観察，九大農学芸誌， 15， (1): 71-76. 
沢田武男 (1956): シダモク(?):r.関する観察及びその路発生，九大農学芸誌， 15，包):
541-549. 

SIMONS， E. B. (1906): A morphological study of Sarga88um juipendula， Bot. 
Gaz.， 41 (3): 161-182. 

オニコンブの遊走子形成の際の

核分裂について

簸照;.

H. YABU: On nuclear division in the zoosporangium 
of Laminari，αdiabol'必αMIYABE

わが国に産する昆布科植物の遊走子形成の際の核分裂については現在ま

でにマコシプ Laminariaja.ρ'Onica ARESCH. (阿部， 1939)，ワカメ Undaria
ρinnatifida (HARV.) SUR. (猪野，西林， 1955)， ミツイ νコンブ L.angustata 

KJELLM. (西林，猪野， 1956¥， スジメ C出tariacostata lTuRN.) SAUNDERS (西

林，猪野， 1957)， チガイソ Alariacrassifolia KJELLM. (薮， 1957)の5種で

研究され，報告されている。

今回，厚岸で採集したオニコ yプで遊走子形成の際の核分裂を観察し，

染色体数を算えることが出来，また遊走子饗中の遊走子形成数を確めること

ができたのでここに報告する。

1. 材料と方法

材料は 1956年6月下匂， 北大厚岸臨海実験所附近で採集したオニコシ

プで，実験室内の海水を入れた容器に入れておいて夜半固定を行った。固定

には阿部氏液(阿部， 1939)を使用し，固定時聞は 6-12時間とし，パラヒン

埋蔵法により，切片の厚さは3μ とし，ハイデシハイシ氏鉄へマトキν9y 

で染色を行った。

観察結果

若い遊走子嚢内には中央に1個の核がある。核内には通常1個 (Fig.1)，

稀に2個の仁 (Fig.2)が見られ，核腔内には少量の染色質があるc 分裂のは

恭北海道大学水産学部水産植物学教室
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じめに仁は大きさを増し，やがて染色糸が現われ，それは核内のー側部に偏在

したノレープを形成する (Fig.3)0次いでノレープは核腔内一面に拡がってくる。

4 

B 

9 10 
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1 3 14 15 

Fig. 1-16 オニコンブの遊走子形成の際の核分裂
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diakinesis期と思われる時期では 20個余りの染色体を観察したが染色

体間には染色糸が連続していた (Fig.6~ 中期では明瞭に 22 個の染色体を算

えることができた (Fig.7，8)0 この数は前述の日本産5種のうち，マコ yプ，

ミツイ νコシプ，ワカメ及びチガイソの第1回核分裂中期で観察された染色

体数と一致する。中期側面観 (Fig.9)では極に中心体らしい小体が稀に認め

られた。後期に両極に移動する染色体群の聞には紡錘体らしいものが観察さ

れた。続いて 4回の核分裂が繰返されるが (Fig.10-16)，第4回目の終り頃

から遊走子の頂端にうすくそまる皮膜が生じてくる。かくして 1個の遊走子

襲内に 32個の遊走子が形成されるのを見た。

Summary 

Observations on the nuclear division in the zoosporangium of Laminaria 
diabolica MIYABE from Akk鍋ihi，Hokkaido， are described in this paper. Tw回-
ty-two chromo鈎Imeswere counted in the metaphase of the first nuclear di-
vision of the sporangium. As a rωul色 ofnuclear divisions repeated five 
times， 32 zoωporωare produced in銅山 sporangium.

引用文献

ABE， K. (193扮 Sci.Rep. Tohoku Imp. Univ.， Biol. 8， 259-265. 
猪野俊平・西林長朗 (1955): 染色体 22-24，788-793. 
NISHIBAYASHI， T. and INOH， S. (1956): Biol. Jour. Okayama Univ. 2， 147-158. 
西林長朗・猪野俊平 (1957): 植物学雑誌 70t舘ふ曲。)， 228-30.
簸煎 (1957): お大水産集報， 8 (3)， 185-189. 

マリモ強固上に見られる珪藻

阪井与志雄恭

Y. SAKAI: Epiphy色icor benthophytic diatoms found on 
Aegagropila sauteri (NE田)KUTZING 

阿寒湖の特別天然記念物マ3モは近年その本来の美しい緑色が失われて

赤変し，地元の人々の聞にはマ9モが滅びるのではないかとの心配が起って

来た。そこで北大理学部山田幸男教授は 1957年(昭和32年)7月8-9日現

普北大理学部植物学教室
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阪弁""リモ毛主図上1己見られる珪藻 61 

地』ζ赴き種々その調査に当り ，マリモ赤変の大きな原因のーは珪藻の附着に

ある事を確め，之を研究室lζ持ち帰り著者が種の同定を行った。

阿寒湖の珪諜類は今までプランク トシとしてのみ平野(1956)，黒萩等(19

57)によって研究され約50種が報告されている。マリモは水深5m位までの

処lζ多く見られるので珪藻プラジクトンもその表面K沈下附着する。然し，

マリモlζ最も重大な影響を与えるものは底棲性及び附着性の珪蕊であり，そ

れ等珪藻についての研究は殆んどなされていない。日佐，1941年(昭和16年)

室伏は，その約4年前から水道水で硝子器中K培養されていたマリモ[ζ着生

した珪藻がマリモの生育を阻げる程繁殖したので之を調査し「まりもニ着生

セノレ珪藻」 として発表し 32の種及び変種等を明らかにした。然し，氏は「必

ズνモ原産地ニ於ケノレ如キ自然ノ盤ノモノト同一ノ結果デナイ事ハ云フ迄モ

ナイ コト デアノレガ 一一」と記しているが多分!ζ人為的要素の入っている事は

否めないと思われる。

現在，阿寒湖lζ於いてマリモが自然lζ生育しているのはキネタシベ及び

チクノレイの 2カ所で，その底質は砂泥

であり，キネタシべでは腐植質も多い。

キネタンべではキタヨνが密な群落を

作り ，その間lζ水路の様ICキタヨ Vの

生えてない処がありそこに大きなマリ

モが見られ CladoPhorafracta KUTZ-

INGが生育し， ネムロコクホネが処々

に大きな群落を形成している。チヲノレ

イのマリモ生育地の約 2/3位はキタヨ

νが密な群落を形成しているがチフノレ

イ川lζ近い処lζはキタヨ νは見られな 宅

くなる。汀lζ近い浅い処にある小さな

マリモは激しい水の運動の為か多くは

美しい緑色を呈しているが，その他の

多くは泥状物を特にその上面[ζ被って

褐色をしている。之を水中で絞る様に

して洗うとマリモは緑色lとなるが，こ

の泥状物の大部分は珪藻であり，砂泥

，・

"、命、，
恥， 
> ， 

写真 1 ""リモ糸、i犬体lt:sfHfせる務類
グリセリ J ・プ レパラート ;

Epithemiα，Gυ1?'I.phonemα，及び
Oedogcn仰悦が見られる。 x55

- 17ー



62 務類第6巻第2号昭和 33年9月

を形成する粒子及び腐植質も多

く見られる。マリモ糸状休をグ

リセリシ ・プレパラ ート にして

みると写真 1!ζ示す様!LEpi-

lhemiaがその腹縁で附着して

いるのが聞をひき，柄をもって

附着している GomPhonemaが

見られサヤミドロ Oedogonium

等の附着しているのが見られる。

然し，マリモ糸状体の生長点附

近(頂端)は珪藻等が附着せず露

出している。更に附着ー珪藻を舵

かめる為マリモ糸状体をカパー

.グラス上で燃焼してそのも告ノ、

イラ yクスで封じて検鏡したが

(写真II)，AmPhora， Achnanthes， 

Cocconeis，及び Rhoicosρhenia

等の附悲しているのが矢口られた。

FOGED (1954)はブイシラ

写真Il マリモ糸状体K附着せる珪務

焼いてハイラ・クスで封じたもの ;

Nαvic~tlα ， E1抵抗e刊~iα， Hhoicosphen'ia， 
Achηα押the.s，Frαgilαγ仰 が見られる。
x280 

シドの湖水産の珪藻を水素イオン濃度，塩分濃度及び水の運動の 3点から特

徴づけ之を表Iとしている。氏が性質を与えた種は著者の同定した阿寒湖の

もの 58の中lζ 30数種見られた。 その 30数種は氏!こよればすべて淡水産の

ものである。又，止水及び流水K産する不定性と呼ばれるもの 23，好J17.K性

のもの 7，止水性のもの 3，好流水性のもの 2，流水性のもの 1(Gomρh011e-

maρorvulum v. mic1'olうum)となっている。 更に，水芽;イオン濃度では pH

7附近の中性を好む不定性のもの 10， pH7又はそれ以上を好む好アノレカリ

性のもの 19，アノレカリ 性の水にだけ出現するもの 3が見られ，酸性を好むも

のは見られなかった。然し，氏の表にないものは如何なるi注目を持っている
かは不明である。

著者が同定し得たのは 26属55種3変種で，他lζ 1米同定程がある。その

中平型f及び黒萩等が報告したもの 14種，室伏が報告したもの9種を含んでい

る。文キネタンベとチヲノレイの地域の差は珪藻の上からは見られなかった。マ

- 18 -



阪井 7 リモ議団上i己見られる珪藻

2 

3 

4 5 

S 
Fig. 1-10. 1. Achnanthes lanceolatαv. a.戸culatα?
2. Fragi1αγfαpαrasitica v. subconstric句 3.D似tomα
vulgαre v. ehr側 bergii 4. EpiJ，hemiαsp. 5. Pinnu-
tαriαmesoleptα 6. Go骨tphonemαsph即 rophorum
7. G.αuguγ 8. Piη犯ul，αriamα'10γv. lacuntris 
9. Diplone.is parmα 10. D. 仰 αlis 1-7， 9--10・・・
x 1130， 8... X 730 

-19ー
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雌 藻類第6巻第2号昭和33年9月

3モ糸状体lと着生していたものは Epithemiaが最も多く，外lζ Fr勾ilaria，

Achnanthes， Cocconeis， Rhoicos，ρhenia，Gom，ρhonema， Nitzschia， A~ρhora， 

Naviculaの諸属が見られる。

次lζHストを掲げるがその配列は ENGLER'SSYLLABUS der PFLANZENF. 

(1954) 12版によったが属・種は ABC順にした。 9スト中日本新産らしい

もの及び多少疑問のあるものには図を附l"記載及びノートを附したものも

ある。尚各種名等の後のカッコ内のものは FOGEDIζよって与えられた pH

及び水流lと対する適応性である。

本研究lとはライツ対物鏡100倍ー開口数1.30を用いた。

本研究の資料と機会を与えられ，終始御懇篤な御指導を賜った山田幸男

教授に心から感謝申上げる。尚プνパラートを作製した当教室の川村京子嬢

に感謝する。

Subclass Centric伺 e
Ord. Discales 

Fam. Coscinodiscaceae 

1. Melosira itα陥α(EHR.)KG. 

2. M.世俳句間 C.AG. 

3. CoscinodiBcus lacUSt1吻 GRUN.

Subclass Pennatae 

Ord. Araphidales 

Fam. Fragilariaceae 

4. Asterω陶 Uαfor?nosaHA.部品

(好アルカリ，不定)

(不定，不定)

5. Diatomα叩 19arev. ehr，側 bergii低，G.)GRUN. Fig.3 

6. Frαがlarialeμost側 ro旬(EHR.) HUST. (? ，好止水)
7. F. paγα“tica v. subconstricta GRUN. Fig. 2 

MElSTER， S. 67; SCHONFELDT， S. 36の記載より大形。
8. F. 11iresce糊 RALFS 不定，不定)

9. Mer必:ioncirculare v. co畑 tricta(R必.FS)V. HEURCK 
HUSTEDT によれば好流水位。

10. Synedra capitata EHR. 
11. S. ul叩 (NITZ.)EHR. 好アルカり，不定)

12. 1¥ゆeU，αriafenωtrata (LYNGB.) KG. 

Ord. Monoraphidales 

Fam. Achnanthaceae 

13. Achnαnthes clevei GRUN. 

- 20ー
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阪弁: マリモ逮図上iこ見られる珪藻 儲

14. A. lanceolatαv. apiculat<αPAτまICK? Fig.1 

殻面は楕円形， 両端rc.近く梢膨れる.25μ長く.12μ広し;様条線やや放射状，
10μIr.U-12本。背線のある商が観察出来ずPATRICKの云う背線のある商の積

条線:ま他の面のそれより強〈放射状をなすと云う点は不明.

15. Coccoπei8 placentula (EHR.) HUST. 好アルカリ，不定}

16. Rhoicosphenia cu仰 atα(KG.)GRUN. 好アルカリ，不定}

Ord. Biraphidal倒

Fam. Naviculaceae 

17. Cal側 ei8schumαniana v. biconstricta GRUN. 

18. Diplonei8 fi'開 iea(EHR.) CLEVE HUST.， 1932， S. 669に止水位とある。

19. D. ovalis (HI臼 E)CLEVE Fig. 10 

HUST.， 1930， S. 249， Fig. 390 !己よれば中央空所は非常に大きく，横の肋状線i立明

らかに点状であるが，同1932，S. 361. Fig. 1065 a-eでは中心域は 1930年の図ほ

ど広くなく，特Ir.b図は狭い。叉全形も 1930年の var.oblonga に似て長い。但

し，体のあらゆる寸法は両年のものとも同じ。

20. D. parma CLEVE Fig.9 

HUST.， 1932， S. 674に北方高山性らしいとゐる。

21. Fト畑t悌liarhomboides (EHR.) DE-TONI 

22. Navicula bacillum EHR. (好アルカり，不定)

23.民 cuspi伽 tav. am抑制 (EHR.)CLEVE 

24. N. radiosa KG. (不定，不定)

25. N. reinhardtii GRUN. (アルカリ.不定)

26. Neidium iridiB v. nipponicnm SKV. 

27. N. productum (W. SMITH) CLEVE 

28. P~伽nulariαg劫加 v. mesogo旬gyla(EHR.) HUST. 

却 P.major v. lac聞かiBMEISTER Fig.8 

穀面線状，中央i乙於いて軽〈膨れ，極iま鈍円， 213μ長<.30μ広し;中軸空所線

状，末端せiままり，中央部稿拡がる;横条線梢放射状， 10μに6-7本;縦走する

線が1側Ir.2本ある。

30. P. major v. li，憎 ariBCLEVE 
31. P. mesole'J蜘 (EHR.)SMITH 不定，不定)Fig.5 

HUSTEDTの図ir.よれば背線は中央で曲った方向と反対方向に極に於いて半弓状

，t:.曲っており， 著者の見たのとは反対である。然し， MEISTER. S. 162の図では

著者と同じ。

32. P.世iridiB(NITZ.) EHR. 不定，不定)

33. Amphora ovalis KG. 

34. Cymbera affinis KG. 

Fam. Cymbraceae 

- 21ー
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66 藻類第6巻第2号昭和33年9月

35. C. ehrenbergii KG. 

36. C. cistula (HEMP.l GRUN. 

37. C. tumida (BREB.) V. HEURCK 

38. C.官側trico8aKG. 

{好アルカム止水)

(好アルカり，好止水)

(アルカり，不定)

(不定，好流水)

(不定，好止水)39. Gomphonemaωum伽atumv. coro仰 tum(EHR.) SMITH 

40. G.αugur EHR. 

41. G. augur v. gautieri V. HEURCK 
42. G. co畑 trictumEHR. 

43. G. co畑 trictumv. cap伽 tumIEHR.) CLEVE 

44. G. gracue EHR. 

45. G. li:η伊tratumv. 8t匂matumMUROBUSE 

46. G. pa問旬lumv.悦Iwropum(KG.) CLEVE 

47. G. 8phaer叩h俳句協 EHR.

Fam. Epithemiaceae 

Fig.7 

(好アルカり，不定)

(不定，不定)

(不定，好止水)

(不定，流水)

Fig.6 

48. E加ithemia8orea: KG. 好ア Jレカり，好止水)

KUTZING， p. 11r. Ad Cladophoras in Germania et Asia minori.とある。
49. E. tur，併da侶HR.lKG. 好アルカリ，好止水)

50. E. zebra v. 8仰 onica(KG.) GRUN. 好アルカリ，止水1
51. Epithemia sp. Fig.4 

殻函小舟状，腹縁軽〈喜善入，背縁聖書出するが中央部で逆方向Ir.轡入し鐙れる， 60-

65μ長く， 10μ広し;背線は腹縁より多少離れ，中央部で「く」字状i己広さの 1/2

の処まで曲る;肋状線は 10μIr.4-5本，網目機構造ば 10μに 12本位。

E. turgi・dal己似ているが背縁が轡入して纏れている点で異なる。 2個体。

-52. Rhopalodia g必ba(EHR.) O. MULLER 好アルカリ，不定)

Fam. Nitzschiaceae 

-53. Bacul，俳句 parado:caGMELlN 

54. Hantzsck仰 amph伽岬8IEHR.) GRUN . 

.55. Nitz8Chia dentecula GRUN. 

Fam. Surirellaceae 

.56. Cymαtopleura eUiptica (BREB.) W. SMITH 

57. C. 801ea侶REB.)W. SMITH 

58. Surt''rell，αco叩strictaEHR. 

-59. S. elegα畑 EHR.

Summary 

(好アルカ1)，不定)

(?，不定)

(好アルカリ，不定)

(好コ的レカり，不定)

1n July， 1957， Prof. Y. YAMADA had an opportunity to visit Lake Akan for 
the examination of the discoloration of Aegagropua 8auteri (NEES) KUTZING 
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阪弁: マリモ強団上Ir.見られる珪藻 67 

which is a special natural monument. 司1ediscolored lake balls are brown 
and do not po鎚essthe beautiful green color of the normal balls. One of the 
ca田 esof it se凹 sωhimthe multiplication of epiphytic or benthophytic 
dia句ms.The pr凶entpaper shows a systematic list of 55 species and 3 varieti倒
。fthese dia句Ims.
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学会鋒事

役員移動

今般，本会庶藤幹事.川嶋昭ご民移動にともない，昭和33年8月1日附をもって

辻寧悶民が庶務幹事を委嘱された。
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クシペニヒノザ，カタワペニヒバ及び、

ペニヒパの雄性生殖器官に就いて

田沢伸雄各

N. TAZAWA: On the male reproductive organs of Ptuota pect伽αtα
(GUNN.) KJELl.M.， Neoptuotaω'Plenio曲ries(TURN.) KYL1N 
and P8Uothallia d加tata(OKAM.) KYLIN 

クジペニヒパ， カタワペニヒパ及びペニヒパは， これまでペニヒパ属

(Ptilota C. AG.)に所属していたが， KYLIN (1956)はカタワペニヒパを Neo-

ptilota属に，ペニヒパを Psilothallia属lζ移している。

従来のペニヒパ属諸種のうち雄性生殖器官が報告されている種類として

次の3種をあげることが出来る。

i) Ptilota plumosa (L.) AG. 

PHILLIPS， 1897， p. 365. 
ROSENVINGE， 1923-1924， p. 357-358， fig. 292. 

ii) Ptilota pectinata (Gu悶 .)KJELLM.

OKAMURA， 1909， p. 236， pl. 47. 

iii) Neo，ρtilota califor官官ica(RUPR.) KYLIN (Ptilota califo仰ticaRUPR.) 
CRAMER， 1863， p. 51. (Pterota californica) 

これら3種の雄生性殖器官についての記載は極めて簡単であるが，いずれも

羽枝或いは小羽枝の縁辺或いは頂端部lζ多数集って形成される。

筆者は従来ペニヒパ属l乙所属していた3種，即ちクνペニヒパ (Ptilota
ρ'ectinata (GUNN.) KJELLM.)，カタワペニヒパ(Neo.ρtilotaasρ'lenioides (Tu悶.)
KYLIN)及びベニヒパ (Psilothalliadentata (OKAM.) KYLIN)の雄性生殖器

官を観察したが，これらの種類は各々独特な雄性生殖器官を形成しているの

で，種或いは属のー特徴となり得るのではなL、かと思われる.

この研究を為すに当り，終始御懇篤なる御指導を賜った思師山田幸男教

授に謹んで感謝の;意を表する。

1. ク4ノペニヒパ Ptilota tectinata (GUNN.) KJELLM. 

本種の雄性体は小樽(北海道， 1954年5月)及び尻岸内(北海道・渡島，

骨北海道大学理学部植物学教室
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白沢 クユノベ ニ己J、，刃 タヲベニヒパ及♂ベニヒパの雄性生殖穏官K就いて 69 
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70 藻類第6巻第2号昭和33年9月

1954年4月)で多数採集した。

本種は雌雄異株で，成熟した雄性体は主校の両縁lζ黄白色の小塊が見ら

れるので(第1図L肉眼でも簡単lζ雌性体及び四分胞子体と区別される。
雄性生殖器官は一般に小さな複性羽校 (compoundpinna)の側枝に密に

形成されるが(第2図，第3図)，また単性羽校 (simplepinna)の鋸歯にも形

成される(第4図L複性羽枝lと生ずる steriIeな側枝は広い基部を有し，披針
状であるが， fertiIeな側校は伸長し，下部では分岐しないが，上部では一平

面上で羽状lと分岐している。 これは単性羽校lと生じた fertiIeな側枝に於い

ても全く同じである(第3図，第4図，第5図)。充分に成熟したー側枝をー

精子器群 (spermatangiaIcluster)と見なすと， 仮!J校の中軸は精子器群の主

軸，また側枝の下部の分岐しない部分は精子器群の柄と見ることが出来る

{第3図L

精子器群の主軸の各細胞は，その左右lζ単一な，或いは分岐した第二位

の中軸を生ずる(第4図，第5図Lこの中軸の細胞は更に小型な細胞を多数
形成し， この小細胞が分裂して2-3個の精子母細胞を生ずる。精子母細胞

を分裂する小細胞は steriIeな側枝の皮層細胞と homologousである。 精子

器鮮の主軸及び第二位の中軸の細胞や精子母細胞を生ずる小細胞には色素体

が含まれている。 ROSENVINGEは Pti/otaρlumosaの精子母細胞の記載に

“seem to contain chromatophores" (1923-1924， p.358)と記しているが，筆

者の観察した P.μctinataでは精子母細胞に色素体は認められない。

精子襲 (spermatangium)は精子母細胞に生じた細胞質の豊富な突起が

環状にくびれて分裂したものである(第6図)。精子襲は直径約6μ の球状で，

各精子母細胞より 2-3個生ずる。成熟した精子襲は頂端が破れ， ここから

精子を放出する。屡々空の精子嚢や，空の精子誕の部分lζ再び精子母細胞か

ら突起が生じ，第二次の精子饗を形成するのを認めることが出来る(第7図L

2. カタワペニヒパ Neoρtilota asplenioides (Tu悶.)KYLIN 
(syn. Ptilota asplenioides (Tu町.)C. AG.) 

本種の雄性体は納紗布岬(北海道・根室， 1955年7月)，落石岬(北海道・

根室， 1956 年 7 月)及び厚岸(北海道・~I\路， 1956 年 7 月)で打揚げ品より十

数個体を得た。

本種は雌雄異株で雄性体は単性羽校，或いは複性羽校Iζ淡黄紅色の部分

が見られるが， その他の点では steriIeな個体と肉眼で識別することは困難
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である (第8図L

雄性生殖器官は単性羽校或いは複性羽校の両面を被う精子器群 (sperma-

tamgial sorus)を構成している。 精子器黙を生じた羽校は次の点で sterile

な羽校と明らかに区別出来る。 i).fertileな羽校は淡黄紅色を呈している。 ii)

fertileな羽校は sterileな羽校よりも一般に大形である。これは単性羽校で

特lζ著しい。 iii).f巴rtileな羽校の表面及び断面を検鏡すると， 最外層の細胞

(精子韮:または精子母細胞)は sterileな羽校の表皮細胞よりもノj、さく(第9図，

第 10図)，且つ，色素体を含まない。 更に，処々lζ細胞l院のみで内容物のな

8 

11 

第 8図~第 12図 カタワベニヒパ NeopWotααsplenioides(TORN.) KYLIN 
第 8図縦性体 X2/5

第 9図 精子総苦手を生じた単位羽校の皮厨部，横断商 X516 

第 10図 steril巴な単位羽伎のi支府部，横断面 X516 

9 

第11図~策12図 精子機訴を生じた単位~J ;伎の皮間部， 精子裂の形

l成過程を示す X1690 
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第四図~第 ~2 図
ベニヒパ PsiZothαlliadentαtα 

(OKI-¥M.) KYLlN 

第 131官1 IIIf性体 >~ 1/2 

第 141刈 単位羽伎のl版より絞性羽
伎の生じた以 X16 

節目|可| 観性~~fl よりととじた精子
JおH'f. x53 

第 161刈 若い複性羽校 )( 190 

第 171><1 結子告書群の-t;il，縦断而

x320 

2宮崎|司| 紡子保群の級断而 )<320
第四|刻 ~~22 l'E1 利子裂の形成

過程 x650 
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い細胞(精子を放出した空の精子嚢)が見られる(第9図，第四図)。

精子母細胞は単位羽校或いは複性羽校の表皮細胞から 2-3個形成され

る(第11図L精子母細胞を形成する細胞には色素体が認められるが，精子母
細胞は無色である。精子誕の形成方法，及び精子放出後の空の精子翼の部分

lと第二次の精子謹を形成することとは Ptilotaμctinataと全く同様である

(第11図，第四図Lただ成熟した精子襲は 4-5x6-8μ の楕円状である。

3. ペニヒパ Psilothallia dentata(OKAM.) KYLIN 
(syn. Ptilota dentata OKAM.) 

本種の雄性体は大洗(茨城県， 1955年 4月)及び大原(千葉県， 1955年5

月)で数個体を打揚げ品より得た。

本種は雌雄異株で，成熟した堆性体は規則正しく互生せる単性羽枝の肢

に黄白色の小塊が見られるので，雌性体及び四分胞子体と区別できる(第13

図)。

本種では sterileな個体lζ複性羽枝を認めることが出来ず， fertileな個

体にのみ複性羽枝を生ずる.雄性生殖器官は単性羽校の版より生じた小さな

複性羽校の側枝にのみ形成され(第14図，第15図)， 単性羽枝に生ずること

はない。しかも雄性生殖器官を生ずる複性羽枝は単性羽枝の肢より 1枝のみ

生ずることはなく少なくとも 2-3校形成される。本穫も Ptilotapectinata 

と同様に複性羽校l乙生じた側校を精子器群と見なすことができ，仮IJ枝の中軸

が精子器群の主軸となる(第15図，第16図L しかし一般に第二位の中軸を

生ぜず，主軸の各細胞より四方に精子母細胞を分裂する小細胞が形成され

{この小細胞は似IJ枝の皮層細胞となるべきものである。第17図，第四図)，ま
た精子器群は無柄である。この点でPtilotaρectinataと異なっている。しか

し，稀に精子器訴に第二位の中輸を不規則l乙生ずる場合もある。一般に複性

羽校は内方l乙屈曲しており，複性羽校の外側lこ生じた精子器群は内側!と生じ

たものよりも良く発達していることも本種の特徴である(第15図，第16図L

本種も Ptilotapectinataと同様lζ精子器群の主軸の細胞や精子母細胞を分

裂する小細胞は色素体を含んでいるが，精子母細胞には色素体を認めること

が出来ない。

精子襲の形成方法，及び清子放出後の空の精子誕の部分lζ第二次の精子

嚢が生ずることとは Ptilotaρectinataと全く同様である(第19図~第22図L

fこだ精子製は P.pectinataのそれよりも小さく，直径約4μ の球状である。
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Resume 

The male reproductive organs of Ptilota伊ctil側 ta(GUNN.)区JELLM.，Neo-
ptilotααspl，抑制'des伺叩N.)KYLIN and PBilothaUia dentatα(OKA?ι) KYLIN are 
repre興n飴dby the peculiar character to the species (following KYLIN's latest 
clo関jfication，1956). 

i) Ptilota pectωαta (GUNN.) KJELLM. 
The spermatangial clus七ersare usually transformed from the laterals oI 
the small compound pinna (figs. 2， 3)， sometimes also from the serrations of 
the simple pinna (fig. 4). Axes of the seeond degree in the spermatngial 
elust自rare pinnately branched from each segment-eell of main axis (figs. 4， 5). 
The small eells， whieh produee the spermatangial mother-eells， are homologous 
with eortieal eells of the sterile lateral. The spermatangia first appear回
protuberanees， which arise subterminally from di住eren七sidesof the sperma-
旬ngialmother-eell (fig. 6). Subsequently the spermatangium is eu色0宜byan.
annular ingrowth of the wall. After produetion of the primary spermatan-
gia， the same mother-回 IImay form a seeondary seriωby protuberanees. 
into the empty membranes of the first-formed ones (fig. 7). 

ii) Ne叩tuotααがenio地 8(T叩 N.)KYLIN 
The male reproduetive organ develops in sori on the both surfaees oI 
simple and eompound pinnae (fig. 9). The spermatangial mother-eells arise by 
a division of the eells of the outer eo抗iealband in the simple and eom-
pound pinnae (fig. 11). The spermatangia are formed in the same way as in 
Ptilota pectinatα伯郡・ 11，12).

iii) PsilothaUia dentαta (OKAM.) K YLIN 
The spermatangial elusters are always transformed from也elaterals of 
the eompound pinna (fig.瑚， which is borne in the axi1 of simple pinna (fig. 
14). Eaeh segment-eell of the axis in the spermatangial eluster forms the 
small eells (figs. 17， 18)， wi).ieh are homologous with eortieal eells of the eom-
pound pinna. The small cell produees two 01' three spermatangial mother-
eells. The spermatangia are produced in the same way舗 inPtilota pect伽ata.
(figs. 19， 20， 21， 22). 

文献
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ふたたび北海道産Dratarnaldiψ'5Z5について

秋山 優養

M. AKIYAMA: Notes on the newly found species Draparnaldiopsi8 
al1がnaSMITH & KLYVER from Shakotan， Hokkaido 

さきに筆者日，957)は，北海道積丹半島産のDraρarnaldioがis属の1種

について，本誌 vol.V， no. 2において報告をしたのであるが，その種の同定
については，適当な文献もなく未同定のまま簡単な表をもって本種の形質記

載のかわりとしておいた。後日，神戸大学教授広瀬弘幸博士の御厚志!とよっ

てFOREST，H. S. (四156)による Castanea，vol. 21， no. 1 Iζ発表された論文

“A study of the genera Draparnaldia BORY and Draparnaldio.ρsis SMITH 
& KLYVER"の貴重な別刷をいただき， またその後東京教育大学山岸高匝氏

から S叩 TH，G. M. & KL YVER， F. D. (1929)による“Draρarnaldiopsis，a new 

member of the algal family αaetoρhoraceae"のミクロゴピイについての
御教示をいただき，ここにふたたび本種の同定についての問題をとりあげた

わけである。

FORESTは前述の論文において，従来発表されている数多くの Draρar停

naldia及びDra，ゆ'arnaldioρsis属内の各種について，標本，記載などを検討
し，さらに生理的・生態的諸条件によって可変的な形質変異によって分類さ

れていると考えられるもの， また加うるに synonymなどを指摘し，これに

より従来の種の大巾な整理統合を試みたものである.この中で特に問題とし

て考えられるものは，従来Draparnaldio拘1・s属としてあっかわれていた3

spp.のうちその 2spp.がふたたび Draρ'arnaldia属に編入されたことであ

る。結論的には FORESTIζよれば Draμrnaldiopsis属については， SMITH 
& KL YVER (1929)によって設定された当初の typespeciesとしての D.al-

pina SMITH & KL YV胞が本属中の唯一の種ということになる。 しかしこれ

らの問題については，なお今後の多くの研究にまっところが多い。むしろこ

こではこの FORESTの論旨から離れて，その中にあっかわれている従来

Draparnaldio.μisとして報告されている種についての記載， および前記の
SMITH & KLYVERの論文を参考として，積丹産の材料についての問題を展

骨島根大学文理学部生物学教室
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関してみたい。

従来知られている Draμr仰 ldioがisIζついては，
D. alρina SMITH & K!.YVER (1929) 

D. indica BARADWAJA (1933) 

D. simplex JAO (1940) 

があり，その主要な種間形質の差異については. Table 11ζ示されるごとく

である。また Fig.1はこれらの諸形質を比較模式化した図である。

形 質 alpi叩 simplex 

主 分 枝 状 態 分校しない 分校する 分校する

色 索 体
帯状で数個有のピレ 網目状で数個有のピ

一ノイドをする レノイドを する
輸 細胞の配列 規則的に交互 規則的に交互 不規則

E 
超 点 短細胞中央部 短細胞中央部 両細胞の上部

分 枝 状態 2分，校S又フオーク状 2.3叉分校 不規則な分校

細 胞 リサ白状
状不規則なミクサピミ 円柱状

仮 有 無 有 有

根 発 逮 状 態
よく発達していな をよ形く発成達しCO'凶慌 一b、

ところで積丹産の本種についての形質を分析してみると，主軸について

は分枝がみられないこと，葉緑体の形態については.zonateで数個のピ νノ

イドを有すること， 畏短両細胞は規則的に交互に配列すること (Phot.1)な

どの点においていずれも D.al戸naの諸形質に準ずるものである。 一方，

fascicules については.2-4対が D.simPlexとは異なり必ず短細胞の中央

部より生じているとと， また basalcellおよびこれにつづく 2.....4個の細胞

はいずれも cuneiformであり diまたは trichtomouslyILフォーク状分枝し

ていることなどで特徴づけられている (Phot.2)，。 さらに rhizoidalcortexを

有しない点などでも D.indicaとはいちじるしく異なっている. これらの

諸形質を総合してみると本種はもっとも D.alpina Ir.近いものであり，また

前回l乙発表した量的変異形質とをあわせ検討するとき SMITH& KLYVER 

(1929)の原記載ともよく一致している.
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Fig. 1. 

左か らD.αlp伽α，D. indicα， 
D. simplexをそれぞれ模式的
民図解

A" A， ~立葉緑体の形態。 B" B， 
1まfasciculesのつく位白。 α"
α2，α3および b"b2• b3はそれ

ぞれ異なった形態を有する細胞

を示す。

""".~古 品;ら

~" ，;....;r-.... ，制:ゐ

Phot. 1. 主i!qUIC::みら
れる長短細胞は規則的

:C::交互応配列している。

Phot. 2. fasciculesの一部

前にもふれたように本種の主軸細胞の状態を観察すると， たまたま D.

sinψlex にみられるような長短細胞の不規則な配列の部分がみられることが

ある。このような例と しては，

1. 長細胞が2個連続してある場合 (Phot.3)

2. 短細胞が数個連続してある場合 (Phot.4) 

があるが，これについて考察をしてみたL、。

ところでこのような不規則な配列は D.simρl仰 においては顕著にみら

れるものであり ，一方 SMITH& KL  YVER (1929)などの D.alpinaの図にも

みられるのであるが，特に重要な こととして，こ のような場合でも D.sim-

plexとは異ーなり D.alρinaにおいてはfasciculesは短細胞からだけに由来
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3 

4 Phot. 

第2号

ーぅ 3'

第6巻

Phot. 4の状態は，Fig. IIの3/，4/， 

51，の変化過程にあたる。

類

n
e
l
 ル

「
バ
凶
l

草地

ユ

78 

J
g
 

斗

5' 

Fig. IIおよび Phot.3，4の説明

f: fascicu!es及びその起原

S: 短期H胞

l :長細胞

t(S) : みかけ状の短細胞か ら分化した

長細胞

1I. Fig. 

Phot.3の l"らは Fig.IIの2の状態の
もの gはFig.IIの4の SIにあたる。
Phot.4の状態は Fig.IIの3/，4/， 51の

変化過程にあたる。
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して居り，本材料もまたこれに準じている。これらはいずれも主軸における

intercalary growthおよびfasciculesの二次分化に起因するものといえよう。

これらはいずれも Fig.II， 1， 2， 3， 4および 1，2， 3， 3'， 4'， 5'の分化過程模式

図によっても説明されえよう。このようなことからも本種における細胞配列

のみかけ上の不規則性は D.simρ，lexのそれとは異なるものである。 以上の

ような観察結果にもとづいて，筆者は本種をD.a伊inaSMITH & KLYVERと

同定する。 また本穫の分布については SMITH(1950)によるとこれまでには

type localityから知られているものが唯一のものとされているが，これによ

ると今回の筆者のみた積丹半島美国がその第二の産地として数えられること

になろう。

おわりに本稿の御校聞を，また常日頃変らぬ御指導をいただいている恩

師山田幸男先生に心から感謝の意を表わします。また神戸大学広瀬弘幸先生

lζは，貴重な文献を，また有力な御助言と御教示をいただきましたことを心

から感謝の意を表わします。また東京教育大学山岸高旺氏には，前記論文の

ミクロコピイについて深く感謝致します。

Re聞 me

1n this paper the newly found speciω DrαpαT叩 ldiopsI8alpi叩 SMITH& 
KL YVER from Shakotan， Hokkaido are repo凶ed. And the developement of 
main axis and fascicules of this alga are described. 
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北海道に多産ナる所謂クロバ

ギンナンソウはか'idaeaに非ず

三上日出夫餐

H. MIKAMI: On the so-called 17叫oph:抑制 cornucopi四 inHokkaido 

北海道本島からクロパギシナシソワ (Iridaea)が最初に報ぜられたのは

1911年で，故遠藤吉三郎博士がその著，海産植物学に於いて発表され，続い

て1917年， これを同博士は Iriaealaminarioides BORYに同定されたこと

に始まる (NotesAlg. New to Jap.， VI， 1917)0続いて故岡村金太郎博士が陸

奥湾(1927)及び海藻誌(1936)でこれを報ぜられ，更に稲垣博士 (1933)も忍

路湾及びその附近の材料を lridaealaminarioides BORYに，又， 高松博士

により東北各地よりの材料が同じく Iridaealaminariaides BORY に当てら

れた。ところが永井博士は (1941)北千島の材料を lridoρhycω cornucopiae
(P. et R.) SETCHELL et GARDNERに当てられ， 厚岸産のクロパギシナシソヲ

が山田・田中両博士により (1949)，同じく 1.cornucoPiae に同定されてか

らは，本道産の所謂クロパギシナシソヲに対して久しくこの学名が使用され

て今日に至ったわけであるc 筆者は山国教授御指導の下に，邦産ツノマタ属

(Chondrus)について， その体の構造並びに生殖器官の発達過程を比較検討

中，たまたま本道に普通に産するクロパギシナシソワの分類学上の位置につ

き疑念をいだき，その習性を追求した結果，本道に多産するものはギシナ y

ソク属(lridaea)ではなくて，ツノマタ属 (Chondrus)に入れられるべきもの

であるとの結論に達したので，以下その根拠につき概略をのべてみたいと思

う。そもそもギンナシソワ属(Iridaea)がツノマタ属(G.加ndrus)より区別さ

れる最も大きな特徴は， KYLlNにより (1928)示された如<，造胞糸 (goni-

moblast)が特別な系組織 (Faserhullelで固まれている点である。 即ち Iri-

daeaに於いては助細胞(支持細胞)を回線する細胞より多数の Dゾイドを出

し，これらの細胞は造胞糸に栄養を給する組織となることである。しかも造

胞糸よりは特別の糸組織が現われ，この糸の仲介により造胞糸は前記栄養組

織より栄養を導くに至る。一方 Chondrusにあっては糸組織は認められず，

袋北海道札場南高等学校
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造胞糸の関節は長く伸びて髄糸聞

を自由に縫いつつ，肥大した髄細

胞より直接栄養を導くに至る。筆

者は山田教授より見せていただい

た貴重な外国産 lridaeaの標本，

即ちIridoPhycusWhidbeyanum， 

1. latissima， 1. lineare， 1. lami-

narioides，よsinicola，1. flaccidum 

等において前記lridaeaの特徴を

明瞭に確かめることができた。そ

こで永井博士が(1941)北千島で同

定された 1.cornucoρiae並びに新

種として発表されたよ subdicho-

tomumについて調べたところ，確

かにlridaeaとしての特徴を持っ

ていることを確認することができ

た。 更に 1935年山田教授が得撫

島で採集されてよlaminarioides 

に当てられた標本を検討してみた

ところ， これ亦疑いなく lridaea

Fig.I 得傑島産クロパギンナンソ
ウの若い嚢果 x175 

であることがわかった(第1図参照L踊って本道に普通に産する所謂クロパ
ンギシナンソクを見るに，外形は前記北千島並びに得撫島産のものと頗る類

似している。しかし嚢果の形態をよく比較観察するとき，外形的にも両者の

聞に次の如き相違を見出すことができる。即ち得撚島並びに北千島産のもの

では (lridaea)聾果は球形に近く，体の髄部に深く存し体の両面に半球状に

隆起するのに対し，本道産の所語クロパギシナシソヲではやや平板状でしか

も成熟するに従い，次第に目状 (ocellate)を呈し一般に球形とはならない。

その造胞糸の発達に関しては全く lridaeaとは異なり糸組織は認められず

Chondrusの他の種と比較して基本的には殆んど変るところがない(第2図

参照」体の構造に関しても，得撫並びに北千島産のものでは髄糸は細く仮根

状をなしつつ密に縦横に速なるのに対し，本道産のクロパギシナ y ソクと称

するものでは，幾分太田の髄糸が疎lζ並び，体表lと直角な方向lと走る糸が自
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立ち，且つそれは成熟しか

けた部分に特に多く見受け

られる。この点は本種の一

つの特徴と考えられる。以

上の諸点を考慮に入れる時

北海道本島に普通に産する

所謂クロパギシナシソヲは

Chodrus Iと所属させるべ

きものであって，これをク

ロパギシナシソヲと呼ぶ

ことは妥当でない。筆者

の知る限りに於いては，

これまで世界lζ知られた

Chondrusは約 20種前後

であるが，本種の特異な形

態，内部構造及びその分布

などより考えて，本種lと当

てられるべきものは全く見

当らない。そこで今仮に本 Fig. 11 Chortdrus yendoi YAMADA et MIKAMI 

種を ChondrusYendoi 

YAMADA et MIKAMIと命

A. 若い gonimoblastを示す x122 
B.成熟した議果 X122 

名し，その和名としてはエゾツノマタと呼びたいと思う。尚正式の記文は近

く改めて発表し，他の近縁種との関係を更に明らかにしたいと忠弘尚本種

の分布については，銭函・忍路・日高国各地，網走・~iI路島布森(山田)，知

床羅臼(長谷川)，函館山脊泊(山田)，を始め北海道では殆んどその全海域lζ

亘るものと考えられ，東北地方からは陸奥大間(山田)，宮古・米崎及び中野

(JII嶋)， 等からも採集され， それらはすべてエゾツノマタであることが確認

された。そこで，樺太，朝鮮， νベDアなどに産するといわれるクロパギシ

ナンソヲが果して真正のlridaeaIζ属するものであるかどうかとL、う疑念と

共に，エゾツノマタと lridaeaとの分布をめぐる問題は，今後に残された極

めて興味ある点と考えられる。終りにibたり，本稿は思師山田幸男教授の校

聞を君主くしたもので，これに対し厚く感謝するものである。
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Resume 

The marine alga which is called 官 uroba-ginnanso"in Hokkaido has long 
be四 passedamong u呂田derthe name of Irid叩hyc叩 corn'悦 0抑 e(POST. et 
RUPR.) SETCHELL et GARDNER. From the external appearance it is easily 
taken for Iridaea. However， the absolute absence of “besondere Faserhulle>> 
is the character which legitimate the current classification of this species in 
the genus Chond門(，8. The result of the more detailed study on this alga and 
the discussion on its relation to the allied species in Japan will be published 
in future. 
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海苔養殖に於ける Ectωαγ仰 smZirwl鋤俗

(DILLW.) LYNGB.の害

加藤 孝養

本種は徳島県の河口附近等に周年見られる糸状の褐藻である。始め海底

の竹，木，石等に発生し，灰褐色の毛状をなして波にゆられているが，やが

て脱落して浮滋生活を送る。本県ではそれが海苔ヒピに大量に巻きついて大

器徳島県水産誌験場
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害を与えており ， 海苔業者は「アカダν」と称して非常に嫌悪している。

(この理由としては，本種が附着すると海苔の附着商をうばい二次芽の附着成

長を阻害するこ とが挙げられる。)近年では勝浦川口の海苔場に 1955年 11月

海苔網を移殖したとこ ろ，本種の

浮慌体に巻きっかれて，海苔芽が

枯死し， 約8割の海苔網を採取に

至らずして除去するの止むなきに

至ったとしづ事例がある。筆者は

この害を防ぐ目的で生態と防除法

について少しく 調査 ・実験をして

みた。

本種の最も多い時期は 11月

中下句から 12 月中下旬 (水温17~

120C)と3月上句から 4月中旬(12

~150C) の聞であり大体 13~150C

が繁殖の最適水温と考えられる。

写真 女竹の校児|柑!L1した
Ectocaγ'pus silic似osus

場所としては前記の通り河口附近の波静かな所や， 淡麟水の混合する治岸干

潟に最も多 く，底層を塊って浮世序している。

次に海苔網についたものを駆除する目的で，乾燥試験を試みたとこ ろ，

晴天3時間で完全に死滅させ得た故，殺すだけなら極めて簡単である。しか

し乍ら一般の海苔篠では 2~3 fJ寺聞の干出は普通与えられておるので， 本実

験結果によれば，ヒ ピを特に取揚げて乾燥させる必要がないと忠われるが，

海苔棋に於いては， 網自体の完全乾燥に相当の時聞を要するため，網 と共に

本穫も乾燥せしめるには，これよりはるかに多くの乾燥を与えなければなら

ないものと三考えられる。 l本実験は本種を網より取り本穫のみにて行ったもの

である。)

なお塩分濃度に対しては著しい広適麟性を示し，実験結果からは純淡水

にも高麟水でも生存を続けることが出来ると思われる。
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